
事前評価チェックシート
 計画の名称： 第20回アジア競技大会・第5回アジアパラ競技大会及び大会後のレガシーのための瑞穂公園陸上競技場地区バリアフリー整備計画

事　　前　　評　　価 チェック欄

I． 目標の妥当性
①上位計画との整合性

I． 目標の妥当性
１）瑞穂公園陸上競技場地区バリアフリー基本構想に位置付けられている。 〇

I． 目標の妥当性
２）立地適正化計画に位置付けられている。 〇

I． 目標の妥当性
②名古屋市の重要事業との関連性

I． 目標の妥当性
１）第20回アジア競技大会・第5回アジアパラ競技大会及びレガシーへ向けての目標設定がされている。 〇

II． 計画の効果・効率性
①整備計画の目標と定量的指標の整合性

II． 計画の効果・効率性
１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 〇

II． 計画の効果・効率性
②定量的指標の明瞭性

II． 計画の効果・効率性
１）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 〇

II． 計画の効果・効率性
③目標と事業内容の整合性

II． 計画の効果・効率性
１）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

III．計画の実現可能性
①円滑な事業執行の環境（事業習熟度、障害者団体、地元住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の確実性）

III．計画の実現可能性
１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 〇

III．計画の実現可能性
２）障害者団体、地元住民代表等で構成されたバリアフリー基本構想策定の会議体において、バリアフリー化の必要性が提唱されている。 〇
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